
 





 

講評 

2023 年度も例年通り計算量が多い傾向が続いています。特に、第 3 問の階段型の反射型回折格子の問題は見慣

れない傾向であったため、苦しんだ受験生が多いものと思われる。また、関西医科大学で出題されることの多い

原子分野が本年度は出題されなかった。 

第1問 典型的な問題のため、解きやすい印象を持った受験生が多いものと思われます。完答を目指したいところ

です。 

第2問 第 1 問と同じく典型的な電気回路の問題です、途中から計算がかなり煩雑になります。そのため、6 割を

目安に解答をしたいところです。 

第3問 見慣れない傾向の問題です。できればこの大問はあとにまわしたほうがよいでしょう。 

第4問 問題に使われている気体が単原子分子ではないことに戸惑った受験生もおおいのではないでしょうか。 

よく使う内部エネルギーＵ =
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𝑛𝑅𝑇の代わりに、問題文に与えられている定積モル比熱からＵ =
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2
𝑛𝑅𝑇を

使うことに気づくかどうかが鍵になります。目標点は 6 割程度でしょう。 

手がつく問題は多い印象ですが、計算が煩雑なため、一次合格の目安は 50％程度と思われます。 


